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1学会渚動 か ら
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第37回土 質工 学シ ン ポ ジ ウム 開催報告

第37回土 質工 学シ ンポジウム を終えて

　　　　　　　　　　　　　　 調査部 長　八 木則男

　第37回土質工学 シ ン ポ ジ ウ ム は，「土質工 学 と環

境問題 」 と題 して
， 平成 4年11月10 日，

11日 の 2 日

問 にわた り，東京 ・神田の全電通労働会館 にお い て

行 われ た 。 研究発表論文数は例年並み に 23編で あ っ

た が ， 参加者は 100名程度 と少 な 目で あ っ た 。

　さ て
， 建設工 事 が環境に 与 える影響 に つ い て ， 最

近各所 で 論議が行 われ て い る 。 例え ば ， ウ ォ
ー

タ
ー

フ ロ ン ト開発 の 埋 立 て 工 事に伴 う海洋汚染， 都市再

開発 の た め の 大深度掘削に よ る地下水流の変化 と周

辺 地盤 へ の 影響， 大規模宅地造成に伴 う汚泥 の 流 出 ，

さ ら に 工 事中の騒音 ・振 動な ど ， 建設工 事が行わ れ

る こ と に よ る環境問題 が数多 く提起 され ， 対策 を余

儀 な くされ て い る 。

　今回 の シ ン ポ ジ ウム は
， 建設工 事 に伴 う環境問題

を土 質工学 の 立場で とらえた揚合 の 知識や経験を持

ち寄 り，討議を通 じ て問題 の 取組み 方や解決方法 に

つ い て 理解を深 め るた め に企画 され た もの で あ る。

具体的に は ， 環境問題 を調査 ・設計 ・施工 ・管理 ・

評価 の 5 項 目 に分類 して 論文 を募集 し ， 論文発表 と

討論を行 っ た 。 （座長は以下 の とお り）

　 セ ッ シ ョ ン 1　 時松孝次 （東京工 業大学）

　セ ッ シ ョ ン n　長坂勇二 （  基礎工学 コ ン サ ル タ ン ト）

　セ ッ シ ョ ン 皿　宇野尚雄 （岐阜大学）

　セ ッ シ ョ ン IV　末岡　徹 （大成建設  技研）

　また ， 今回 の シ ン ポジ ウ ム では ， 第 1 日 目に シ ョ

ー トデ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン と称す る特別 セ ッ

シ ョ ン を企画 し， 吉國　洋座長 （広島大学） の 司会

の 下で ，
パ ネル 討論会 を行 っ た 。

話題提供 1 「多自然型河川工 法」

　　 　　　 　　 　　 鈴木興道 （建 設省土木研究所）

話題提供 ll 「道路景観設計」

　　 　　　 　　 　　 　田村幸久 （日本道路公 団）

話題提供皿 「都市造園設計」

　　　　　　　　　　金 田 哲男 （東京都港湾局）
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話題提供IV 「都市の エ ネ ル ギーと熱 か らみた エ コ シ ス テ

　ム 」　　　　　　　　井村秀文 （九州大学工 学部）

　第 2 日目 に は 「地盤 と環境」 と題 し て ， 嘉 門雅史

（京大防災研）講師に よ る特別 講演が 行 わ れ ， 好評

を博 し た 。

　各セ ッ シ ョ ン に お い て は討論が非常 に熱心 に行 わ

れ ， 実 りの あ る意見交換 が行われ た 。
こ こ に

， 本 シ

ン ポジ ウム を盛立 て て い た だ い た論文 発表者や座長

の 方 々
， 講演講師 の 方 々

，
な らび に参加者 の 方 々 に

謝意を表する次第で あ る 。

　　 　　 　　 　　 　　　 　 （文責 ；調査謌理 事　成田国朝 ）

セ ッ シ ョ ン 1

　　　　　　　　　　　　　　　座長 ：時松孝次

セ ッ シ ョ ン 1 で は 次の 6 篇 の 発表があ っ た 。

1−1　掘削残土を用 い た流動化処理土 の 諸特性 につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　 （久野 悟郎 ほ か ）

1−2 石炭灰 の 軽量地盤材料 へ の 有効利用

　　　　　　　　　　　　　　　 （安原一
哉 ほ か ）

1−3　界面活性剤 に よ る 掘削残土 の 再利用手法

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （新納　格 ほ か ）

卜 4　高含水泥土 の 火烙に よ る 乾燥実験（金岡正信 ほ か ）

1−5　高未燃分含有石 炭灰 の 各種汚染物質 の 吸着特性 と

　　 その 利用　　　　　　　　　　 （藤原　靖ほ か）

1−6 地盤関係 の 環境影響評価 の あ り方に っ い て

　　　　　　　　　　　　 （植下 　協 ・大東憲二 ）

　 1 −1で は，一般的な土質 に関 し て の流動化処理 土

の適用性お よび ， 掘削残土 か ら流動化処理土の配合

を求め る簡便 な方法に つ い て 検討 し て い る 。

　 1 −2で は ，
SFC 軽重 ス ラ リ

ーへ の石炭灰添加 に よ

る物性 へ の 影響や
一
軸圧 縮 試験 ，

CBR 試験， 圧 密

試験 ， ク リ
ープ試験 ， 非圧密非排水三 軸圧 縮試験 ，

繰返 し三 軸試験な ど の 室内土質試験結果 を報告 し て

い る 。

　 1 −3では ， 水溶液 中で イ オ ン 解離 する化学基 を持

た な い 非イオ ン 界面活性剤 を土に添加 した場合， 締

固め特性 が改良 され る性質 を利用 し て ， 掘 削土発生

場所で の 現場再利用 を行い
， 搬出 され る残土を最小

　 土 と基礎，41− 6 （425）
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限に する 手 法 ， お よ び埋戻 し土 とし て不適 とされ た

土 の 締固め特性 を改良 し ， 有用 な土 の 種類 の 拡大 を

図る 手 法 の 開発を 目的 と し て
，

室 内土質試験 ，
お よ

び実施工 を仮定 し た埋戻 し屋外実験 を行 っ て い る 。

　 1−4で は ， 流動性 の あ る デカ ン タ よ りの 排出土 を

火焔吹付 けに よ り連続的に乾燥 させ ，塑性化 させ る

可能性 を示 して い る。

　 1 −5で は ， 高未燃分含有石炭灰の 農薬 ， 重金属 ，

有機塩素化合物 の吸着性 を明 ら か に し ， 現在問題 と

な っ て い る 環境問題 に 少 し で も有効 に利用す る た め

の
一

つ の 考え方を示 し て い る 。

　 1 −6で は ， 公共的 目的 の た め の 大深度地下利用 に

あ た っ て
， 事業前 の 本格的環境影響評価 の 実施 が必

要 で あ る こ とを示 し ， 環境 へ の 悪影響 を及ぼ さな い

事業計画推進の あり方 を述 べ て い る 。

　 以 下 ， 主 な討議 の 概要 をま とめ る 。

　 〔1−1〕へ の 討論 ：「土質工 学 と環境問題 」 と い う

テ
ー

マ で掘 削残土が工 学上環境問題 を引起こ し て い

る とい う点 で は理解で き る が ， 材料 と し て   長期的

耐久性 ，   pH な どは ど うか 。

　答 え ：耐久性に つ い て検討中で あ る が，長期的に

は 3 年 くらい と思 う。 pH も問題 に は な らな い と考

え て い る 。

　 〔1 −3〕へ の 討論 ： 掘削残土 の よ うに含水比 の低 い

も の は さほ ど問題 にな らない 場合が多い が
， 河川 の

掘削土 ，
MH ，　 CH の 材料 の 液性限界以 上 の も の を

処理 す る の に悩む。従来 は安定剤添加す る方法 を用

い る が経済面 で 問題 が多 い
。 こ の 論文 の よ うに界面

活性剤 を使用す る方法 に注目し て い る が ， 含水比の

高 い 河川 な ど で も使用で きる か ど うか ， 展望 に っ い

て うか が い た い
。

　答 え ：界面活性剤 と凝集剤の 二 つ の性質は 非常に

近 い 性質を持 っ て い て 含水量 ， 溶媒 の 違 い に よ っ て

分散性 にも凝集性に も働 く。今回 は含水量が低 い の

で分散剤 と し て 使用 しやす い ため界面活性剤を使 っ

て い る 。 した が っ て ， 含水比の高 い もの で あれ ば凝

集剤 を使用すれ ば良 い と思 う。こ れ には高分子凝集

剤な ど あ る が環境汚染の 問題 も出て くる の で 自然 の

凝集剤 を使用 し た ら良い の か もし れ な い
。 し か し ，

今回は主 と し て 道路 の 掘削残土を含水比 30数％ 〜 40

％ に対 し て行 っ た も の で 粘土 の よ うな高含水比 に っ

い て の効果 は 自信が持て な い
。

」阻 ne ，　1993

学会活動か ら

　 〔1 −3〕へ の討論 ： 土 の 表面的性質を化学的に変化

させ て 締固め特性を良 くし よ うとする もの と思 うが ，

こ の 場合基に な る土 の 表面 の 性状 （物性）が電気的

に ど うか ， 凝集状態 ま た は 分散状態 は ど うか
， pH

は ど うか 等に っ い て うか が い た い
。

　答 え ： 土 の イオ ン 性 の影響 は非常 に大きい が， こ

れ は非イ オ ン 性 で電気力特性を変え る の で は な くそ

の上 に浸水膜 （層）をつ け て分散 さ せ ，締固め を促

進 しよ うとす る も の で あ る 。 し た が っ て ， 電気力 の

影響 は な い
。 し か し， 粒子 の 形状 に よ っ て変化す る

と思 う。 こ の 試料土は ， 凝集状態 に あ る 。

　〔1−6〕へ の討論 ： 環境 ア セ ス メ ン トに つ い て座長

か ら ASCE で
“’Journal　of　GeQtechnical　Engineer・

ing が Journal　 of 　 Geotechnical　and 　Geoenviron−

mental 　Engineering” に 変え る方向で 検討 され て い

る と い うよ うな シ ョ ッ キ ン グな話題が あ りま した が，

工 揚建設等で 地盤 が汚染 され た場合 な ど法律的に ど

ち ら の 責任に な る の か 問題 に な る が ， 目本 で も都市

の 再 開発 ， 埋 立て 地等 で，従来 の 地盤工 学 と し て の

地形 ， 地質，地す べ り，振動 ， 防災な ど フ ィ ジ カ ル

な分野 だ け で な くや が て ケ ミ カ ル な問題が で て くる

の で はな い で し ょ うか 。

　答 え ：環境問題 は非常に 幅広 くい ろ い ろ な分野 が

含まれ て お ります 。 例 え ば， 名古屋市や愛知県 の ア

セ ス メ ン トの 審査委員会 の 専門家 の 20名の 中に は 地

盤工 学 の 分野か ら 1 名 ， そ の 他化学系 の 専門家も入

っ て い て土壌 汚染，水質汚染へ の 取組み を カ バ ーし

て い る。遅 ま き な が ら最近 は 法律 もで き て環境問題

の 中で 対応する こ とにな ろ うと思 う。

　〔1−6〕へ の 討論 ： 環境地盤工 学分野 の 中に ケ ミ カ

ル が含 まれ る の か水理学 の 問題 に な っ て しま うの か 。

　答え ： 問題 と し て は含 ま れ ます。

　〔1 −6〕へ の 討論 ： 環境 ア セ ス の 仕事 をし て い て 地

盤工 学 の 常識が意外に 人 に知 ら れ て い な い の に驚か

され る との こ とだ が， ど の よ うな こ とで し ょ うか 。

また景観 に っ い て です が斜面安定 に つ い て は安定 し

て な い よ りは し て い た方 が 良い こ とは す ぐに分 か る

が ， 判断 の 基準は 何で し ょ うか 。

　答え ： 例 えば嫌われ 施設 が 目立 た ぬ よ うに地下 に

深 く入 れ られ る が ， 今 ま で の 士よ り重 さが軽 くな る

か ら沈下 は な い と判断 し
， 周 りが 緩 くて 崩れ て し ま

うこ とは考え て い な い と か
， 浮力 で基礎工 事 は い ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 99
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な い が不必 要に 立派に 計画 され て い た りす る こ と な

ど で ， きちん と知識を得る こ とで 事業者側 に プ ラ ス

の 面 も出て くる わ け で す 。 景観に 関 し て は 安全面 だ

けで な く， 緩 い 勾配で 削る な ど ゆ と りの あ る ，目に

や さ し い もの に し よ う とい う提案 で す 。

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 （文 責 ：時松孝次）

セ ッ シ ョ ン H

　　　　　　　　　　　　　　　座長 ： 長 坂 勇二

こ の セ ッ シ ョ ン の 発表は ， 下記 の 5 編 で あ っ た 。

皿
一1　開発 に 伴 う赤土 流出に よ る サ ン ゴ 礁破壊の リモ ー

　　　トセ ン シ ン グ調査 （後藤恵之輔 ・サ ム ・ウォ ウ ト

　　 ウゼ ン
・
湯藤義文

・草 野 和郎）

∬
−2 衛星 リモ

ートセ ン シ ン グに よ る マ ン グ ロ
ーブ林 の

　　 状態評価 （後藤恵之輔 ・サ ム ・ウォ ウ トウゼ ン ・

　　 七 條哲彰 ・川原直樹
・
湯藤義文）

1 −3 画像処 理技術に よ る 鳴 き砂 の 粒度 と鉱物組成 （川

　　 村國夫 ・村山秀幸 ・髭本裕昌）

H −4　酸性雨 を鑑 み た土 の 環境的物性 の 変化（山 口晴幸・

　　 鵜居正 行
・
福田　誠 ・黒島一郎）

ll−5　酸性雨 に 対す る土 の 緩衝能力に 関す る基礎的研究

　　 （山 口 晴幸 ・鵜居正 行
・福 田　誠 ・黒島

一
郎）

　H −1　 沖縄本島の 2 地 区 の サ ン ゴ 礁 の 現況 を 「広

域に わた り同時性 と均一性」 を持 つ 衛星 デ
ー

タ に よ

る リモ ー トセ ン シ ン グで分類 ・把握 し た 。 そ の 結果 ，

サ ン ゴ 死滅域 が赤土堆積域 に対応す る こ と が判明 し，

そ の 対策が重要で あ る と し た 。

　上 原（琉球大）： 赤土は ラ テ ラ イ ト化 し た 風化土 ，

砂礫 ， 砂 ， 粘土等多様で あ る 。 強い 降雨 の 起 こ る地

域性 も考えた対応策 の 研究が進ん で い る 。

　 H −2 西表島とイ ン ドネ シ ァ ・マ ル ク地方 の マ ン

グ ロ
ー

ブ林の 現況 を衛星 データ によ る リモ
ー

トセ ン

シ ン グ で 把握 し， そ の 分布現況 を正 し く把握で き る

こ とを示 し た 。
マ ル ク の 例で は

，
1972年と1988年 と

の 比較 も行い
， 増加傾向が認 め ら れ た 。

　 司会 ： マ ン グ ロ ーブ林 と地盤 との 対応関係 は ？

マ ン グ ロ
ーブ林地 は ， 軟弱粘性土 の 分布す る 汽水域

に あ り， 地盤工 学上 も注意を必要 とす る揚所 で あ る

こ とが多い
。

　 H −3　鳴き砂の 要因を砂 の 顕微鏡下画像の処理 に

よ っ て 明 らか に した 。 そ の 主因は ， 石英粒 の 量 と粒

径分布 ， 形状 ， 細粒土に よ る表面 よ ごれ 等 に あ る と

した 。
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　山口（防衛大）： 鳴き砂 海岸 そ の も の が海岸地形等

の 改変に伴 う流況変化で 消滅 す る こ と もあ る の で は

な い か ？

　海岸変化に よ る 鳴き砂浜 そ の もの の 変化は重要で

ある 。 砂 そ の もの の 性質と合わ せ て 十分理解 し対応

す る こ とが必 要で あ り， 今後 の課題で あ る 。

　 1 −4 酸性雨の 主因で あ る NOx ，　 SOx を硝酸 ，

硫酸溶液を用 い た模擬酸性雨 に 置 き換 え
， 各種 土 に

添加 し た時 の 物性 の 変化 を調 べ た 。 土 の pH 変化は ，

土中の Ca2＋

，　 Mg2 ＋

，
　 A13＋

等 の 交換性陽イ オ ン 量 に

左右 され ，
フ ォ

ー
ル コ ー

ン 貫入特性は ， 若干 の 変化

に と どま る が ， 粘性土 の 方が影響 を受 けやす い
。 陰

イオ ン の 種類 に よ っ て も異 な る こ とな どが示 され た 。

また ， 酸性雨 に よ る軟岩 の ス レ
ーキ ン グ性 は ， 紫外

線照射 と同様 に高ま る こ と が 示 され た 。

　 1 −5 酸性雨が土 と接鯨す る 時 ， 土 へ の 吸着や イ

オ ン 交換反応 に よ っ て 起 こ る 中和 ・緩衝能力 の 評価

を前出模擬酸性雨に よ り明 らか に し ， そ の能力が細

粒土ほ ど大き い こ とを示 し た。 自然条件下で の 能力

回 復 も考 え られ，今 の とこ ろ地下 水 ・河川水等 へ の

重大な影響は生 じて い な い が ， 十分 な監視が必 要で

あ る こ とを示 し た 。

　 嘉門（京大）：対象土の イ オ ン 交換能力試験は 土質

工 学会基準 に も あ る が 行 っ て い る か ？

　 近 々 ，イ オ ン ク ロ マ トグラ フ 法に よ り実施する 。

　実降雨 の 硫酸，硝酸根濃度 も定量 した い
。

　 宇野（岐阜大）：時開 の フ ァ ク タ ーが重要 と思われ

る 。 例えば ， 衛生工 学で 用 い られ て い る破過 曲線 に

示 され る特性な ど。

　 今後，広 く協力 を求 め
， 解明 ・検討に努 め た い

。

　 司会 ： 環境関係の 研究 に は ， 関連す る他分野 と の

協力が不可欠で あ り，また 「企画 ・計画段 階で の 対

応 と個別課題 へ の対応技術」 と の バ ラ ン ス，厂調査

・ 観測 ・設計， 評価 と モ ニ タ リン グ」 それ ぞれ の 技

術 開発が求め られ て お り， 今 後の 発展が強 く望まれ

る 。

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （文 責 ；長坂勇二 ）

セ ッ シ ョ ン皿

　　　　　　　　　　　　　　　座長 ： 宇野尚雄

こ の セ ッ シ ョ ン で は ， 次 の 7 編の 発表 が行わ れ た 。

皿
一1 表層 の 土壌水分の 挙動 とそ の 調査法

土 と基礎，41− 6 （425）
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　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 （森　綾子 ・上 田敏雄）

　 皿一2　大規模根切 り工 事に お ける地下水処理

　　　　　 （高坂信章 ・三 宅紀治
・玉 置克之 ・天野　賢）

　 皿
一3　揮発性有機塩素化合物 に よ る 地盤中へ の 浸透 ・移

　　　　行現象 の 予測 （今村　聡 ・藤原　靖 ・末岡　徹 ・

　　　　長藤哲夫 ・金 子 伯男 ・藪 田 英俊 ・鞍谷保之 ）

　 皿 一4 長崎県諌早干拓地 に お ける 地下水変動解析 と広域

　　　　地盤沈下 予 測 （棚橋由彦 ・藤田道浩 ・土肥孝史 ・

　　　　後藤恵之 輔）

　 皿一5 電気探査法に よる 地下水へ の 塩水浸 入 状況 の 把握

　　　　 （青木
一

男 ・福 田　護 ・今西　肇 ・飯 田智之 ・西

　　　 　頼和之 ）

　 皿
一6　岡崎平 野 に お け る地下水頭変動と地盤沈下 に 関す

　　　　る 研究 　 　 （大東憲二 ・武田 晃 ・佐藤 健）

　 皿
一7 種 々 の 涵養方法 と復水効果

　　　　　 （永井 宏 ・宇野尚雄
・
西垣 誠 ・柳 田三徳）

　 7 編 の 発表 は地下水 に 関す る もの で
， HI−1は表土

の 水分移動 の 計測 ， M −2は地下水状態 へ の刺激を最

小限に する処理工 法 の 開発 ， 皿 一3は有害物質の 地盤

浸透予測 と そ の 除去方法 ， をそれ ぞれ検討 し た 。 皿

一4は 長崎県諫早 ， M −6は岡崎平野 ， を そ れ ぞ れ 対象

に した地下水過剰揚水に よ り生 じ た地盤沈下 の 予 測

シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン に 関す る検討で あ る 。 皿一5は塩水

浸 入に電気探査法を利用 し た試み ， 皿 一7は大工 事に

伴 う地下水障壁 を回避す る復水 ・涵養工 法， を検討

し た 。 以下に は
， 討議 の 概要を簡単に紹介す る 。

　皿 一1 ： 降雨に よ り地表近 くの 飽和状態に な る 時期

が計測結果 に見 られ る が
， 下部の 不飽和層 に対 し て

逆転 し た 関係 の 原 因 とし て ， 表層 に ロ
ーム 層な ど の

地盤土質の 変化 の影響が考 え られ る と の質疑応答。

　皿
一2 ：   揚水井 中の ボ ン プ はボー

ル バ ル ブ の 開閉

を地表か ら制御 して ， 開閉度に応 じ て揚水量 を計測 ，

  粘土層 よ り上 部 の 帯水層水位低下 を図るた めに ，

下 部帯水層 に 注水 し て鉛直流を起こ し ， 従来 の 方法

に対 し て揚水量 を60％に抑制実現 ， と の 質疑応答。

　皿 一3 ： 地下水位以下 の汚染 の 除去 に対 し て は ，

一

たん ウェ ル ポ イ ン ト な どで水位を下げ て か らガ ス 流

に よ る 真空抽出工 法を実施 し た 旨の質疑応答 。

　IH−4 ： 沈下シ ミ ュ レ ーシ ョ ン で の 初期間隙水圧 と

し て
一
定値 を与え た こ と

， 繰返 し圧密条件は解析定

数の 設定 に利用 し た だ け ， な ど の意味の 質疑応答 。

　皿 一5 ： 比抵抗法 に よ る塩分濃度で は約 500ppm 以

下 の 計測 を今後検討す る 必 要が あ る との 質疑応 答。

　皿一6 ： シ ミ ＝ レ
ー

シ ョ ン検定 に 1 点の デ ー
タ で 良

」糧 no ，　1993

学会活動 か ら

くは な く，潮汐変動な どの 影響検討考慮 と の 回答。

　皿一
ア：  集水涵養工 ト レ ン チ ・ グラ ベ ル な どの 規

模決定法 ，   上下流 の ダム効果に よ る影響圏 ・目詰

ま りの 浄化法，  復水用 の 連通管 の 大 き さ
，   水質

変化の チ ェ ッ ク ， な どに質疑応答が あ っ た 。

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　（文責 ；宇野 尚雄）

セ ッ シ ョ ン W

　　　　　　　　　　　　　　　座長 ：末岡　徹

こ の セ ッ シ ョ ン で は ， 次の 5編 の 発表が あ っ た 。

IV−1 環境面 か らみ た EPS 工 法 の 特徴 お よ び 発 泡 ス チ

　　　ロ ー
ル 材の 再利用 に 関す る 考察 （佐藤　修 ・

後藤

　　 恵之輔）

IV−2　大深度立 坑 の 施 工 と周 辺 地盤 へ の 影響 （佐藤 ・前

　　　田 ・村松 ・末岡 ・後藤 ・矢部 ・小林 ・渡辺）

IV−3　深層混合処理工 法施工時の 周 辺 地盤変位低減効果

　　 に 関す る 考察 （溝井 ・小 澤 ・中原 ・佐川 ・日比 ）

IV−4 大径長尺杭 の 打込 み に よ る地盤振動に 関す る実測

　　　と解析 （花里 利
一 ・

岸 田 英明）

IV−5 空 溝 お よ び EPS 防振壁 を用 い た 地盤振動の ア ク

　　 テ ィ ブ ア イ ソ レ ー
シ ョ ン に関す る現地振動実験

　 　 （早川
・
沢武 ・後藤 ・松井）

　各発表 と主 な討議内容 は 以下 の とお りで あ る 。

　 IV−1 ：発泡 ス チ ロ
ー

ル （EPS ） を利用 した構造物

と従来の 土工 事 を環境面か ら比較 し， 再利用 を含め

た EPS 工 法 の 有利な 点 を調 べ た 。

　石 油換算量 と し て は ど の 程度有利に な る の か との

質問に対 し， トータ ル な 社会 シ ス テ ム の 中で の 検討

が必 要 と の答だ っ た 。

　 IV−2 ： 大深度立 坑工 事 に伴 う周辺 地盤 へ の 影響に

っ い て 現場計測 に基づ き十分建設可能で あ る こ とを

示 した 。 地 下連壁が深層 混合処理地盤よ り地盤変位

の 点で有利で あ る点 に関 しそ の 種 の 施工体験 を話 し

て欲 し い と の 要望が 出 され た 。

　IV−3 ： 「
緩衝工 十排土式深層 混合処理 工 法」 の 揚

合 の 周辺地盤 の 変位 は ，

厂
オ
ー

ガ
ー

先掘 り＋ CDM 」

の 場合の 変位の 1／20程度 とな り， 排土式深層混合処

理工 法単独 で も少 な く な る こ とを示 した 。 本件に関

し て は排土率 の 考え方， オ
ー

ガー先掘 り＋ CDM エ

法 の 方が地 盤変位が大 き い 理 由に つ い て の質問が出

た 。

　IV−4 ： 大径長尺 杭 の 打 込 み 時 の 計測 を行 い
， 地 盤

振動を実測 し， そ の 予測 が可能 とな る動的解析法 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 lol
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学会活 動か ら

提案 し
， そ の 妥当性 を検証 し た 。

　IV−5 ：EPS ブ ロ ッ ク を用 い た 防震壁 を実施工 し ，

周辺 地盤 に お け る振動遮断効果を加振機実験 で確認

し た。地下水位 と EPS 防振壁 の 関係 お よび そ の 具

体 的な施工法 につ い て質問が 出た 。

　昭和40年代に は ， 建設公害 と呼ばれ て い た建設 に

関す る環境問題が
， 現在で は エ コ ロ ジーや地球規模

の 環境 と し て 考慮せ ざ る を え な くな っ て い る 。 技術

者 の 幅広 い 視野 と挑戦が求め られ て い る ゆ え ん で あ

る 。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （文責 ：末 岡　徹）

シ ョ
ー トデ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン

　 テ
ー

マ ： 土質工 学 と環境問題

　　　　　　　　　　　　　　　 座長 ：吉國　洋

　 こ の セ ッ シ ョ ン で は ， 4 者に よ っ て 提供 され た話

題 につ い て 討論が行わ れ た 。

　話題提供 1「多自然型 河川 工 法 と 魚類の 生 息環境

の 保全」 鈴木興道氏 （建設省土 木研究所）

　中近東にお け る環境破壊 を例 に あ げれば ， 文明 と

自然は共存せず ， 自然の 利用 に は制限 と見返 りが必

要 で あ る こ とが わ か る 。 そ の 一つ が多自然型河川工

法 で ある と言 え る 。 従来 の 河川構造物 は ， そ こ に住

む魚そ の 他の 生物 の 好み や 体力を尋 ね る こ とな く，

ま た ， 地域性 に さ し た る配慮 を払 う こ ともな く造 ら

れ た感 が あ る とい う。

　 こ の 話題 に 関連 し，植 下　協（名古屋大学）は つ ぎ

の意見 を述 べ た。環境問題 は多角的総合的に議論 さ

れ る べ き と い う意見 に同感で あ る。た だ今 目 ， 地盤

沈下 とか土壌汚染 と か ， 細分化 な い し限定化 され た

環境評価課題 として 土質工 学者や農学者に提示 され

る の が常 で あ る の で ， も っ と大き く，地盤や土壌 の

問題 と し て とらえ る よ う求 めね ば な らな い
。 さ らに

は，
一

見無関係 と考え られ る 環淺評価問題 に も， 地

盤や 土壌の 専門家の参画 を強 く要求する必要が ある 。

　話題提供 E 「道路景観設計に関する話題 」 田村幸

Joz

久氏 （道路公 団東京第三 管理局）

　今 日 の 道路景観設計には多 くの 関連分野 の 知識 と

デザイ ン セ ン ス が計画 か ら設計の 各段階で要求され

る 。 ま た今 目の ハ
ー

ド技術は景観設計に さ し た る配

慮 を払わ な か っ た 時代 か ら の 遺産 を引き継い だ も の

で ， 今後景観設計を さ ら に進化 さ せ よ うとすれ ば，

そ の 実現 を可能にす るハ
ー ド技術 の 開発が必須で あ

る と指摘 し た 。

　話題提供 皿 「都市の 造園設計に 関する話題一海上

公 園事業 を事例 と して
一

」 金 田哲男氏 （東京都港湾

局 開発部）

　東京都 の 場合 ， 海上公 園は廃棄物 に よ る埋立 と の

関連で計画実施 され る 。 埋立 材料 の 大き な部分が ご

み で ， 生物学や化学 の 専門家 の 協力 を得 た と し て も

緑化は 容易で は な い
。 そ の 苦闘 の 様子 と成果 を幾 つ

か の 海上公園を例 に し て 紹介 され た 。 埋 立用材 とし

て の ごみ と残土 の 構成比率 を適当に計画すれば ， 客

土 の 省略が可能 と の嘉門雅 史 （京都大学） の 指摘 も

あ っ たが ， 早急 な緑化 を期待 され て い る状況の 中 で

客土は 止 むを得 な い よ うで あ っ た 。

　話題提供W 「都 市 の エ ネ ル ギーと熱か ら見た エ コ

シ ス テ ム の 話題 」 井村秀文 氏 （九州大学工 学部）

　 文明 は エ ネル ギーを必 要 とす る。そ こ に環境破壊

が起き る。文明の 象徴 で も あ る都市の エ ネ ル ギー
需

要 は年 を追 っ て 急速に増加 して お り， 地球規模 の 気

象に ま で影響 を与 えよ うと して い る 。
こ う し た状況

の 中で ， 都市は 自己 の 熱環境制御 を強 く求め られ て

い る と強調 され た 。 嘉門雅史 は
， 話題 と され た エ コ

ポ リ ス や エ コ シ テ ィ の ア ウ ト プ ッ ト部分が不透 明で

完結 し て い な い と指摘 し た。確か に そ の とお りで
，

こ れ か らの最大 の 課題 で あ る との こ と で あっ た 。

　最後 に本 セ ッ シ ョ ン の 中 か ら筆者 の 選 ん だ結論的

一言 を紹介します。鈴木興 道氏
tt

工 学屋 は造 る こ と

に の み意義を見 い だす無責任の 固ま りで あ る
”

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 （文責 ；吉國　洋）
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